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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

 稲荷町遺跡
　　（第 37 次） 集落跡

縄文時代  陥し穴状土坑 2 基

 縄文土器
 近世陶磁器
　　　コンテナ 1/2 箱

中 世  堀跡 1 条

古代以降  土坑 10 基，柱穴状ピット

要　　約

 　本遺跡は，12 世紀の居館跡を主体とする遺跡である。
 　今次調査では，縄文時代の陥し穴状土坑，中世の堀跡等が確認された。堀跡は，遺跡の縁辺を巡
 るもので，従前の調査で確認された部分の延長にあたる。遺跡中央部に掘立柱建物群を形成し，そ
 の外周に堀を巡らせている構造が判明した。
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